筆記課題
「木造住宅の設備施工（電気・給排水）」
	注意事項
１：制限時間　60分
２：注意事項
（１）　指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

（２）　解答用紙に入所期、番号、氏名を記入してください。

（３）　机の上には筆記用具及び電卓以外のものは置かないでください。

（４）　電卓の使用は許可しますが、携帯電話の使用（電卓機能の利用も含む）はできません。携帯電話の電源は切るか、マナーモードにしてください。
（５）　試験中、質問がある場合は挙手してください。ただし、問題の内容に関する事については答えることができません。




	入所年月
	番号
	氏名
	合計点

	平成　　年　　月入所
	
	
	／100 


１．次の問いに答えなさい。
1 電気工事士に関する法律において、電気事業法の目的について記述しなさい。
電気事業法　【第１条】


この法律は、電気事業の運営を適正かつ合理的ならしめることによって、電気の使用者の利益を保護し、及び電気事業の健全な発達を図るとともに、電気工作物の工事、維持及び運用を規制することによって、公共の安全を確保し、及び環境の保全を図ることを目的とする。
	(1)
	電気事業の運営

	(2)
	公共の安全

	(3)
	環境の保全


2 排水管の施工において、管径や勾配を決める場合、排水勾配が急な場合は、管径が大きすぎる場合と同様、固定物が堆積しがちになります。その理由を図を用いて説明しなさい。
◆ 図解


※記載内容を担当指導員が評価・採点




２．各種施工においての「危険予知活動」と「安全に配慮した作業方法」を記述しなさい。



① 電気設備施工
電気配線と照明・コンセント器具の取付け
◆ 危険予知活動
	高所作業（落下物注意・足元注意）、周囲への声掛け、工具の取り扱い注意

	材料の運搬、無理な姿勢で作業をしない、保護具の着用


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


② 給排水設備施工
給水・排水管の設置
◆ 危険予知活動
	周囲への声掛け、無理な体勢で作業しない、インパクト取扱注意、

	周りに気を付ける、足元注意(段差)、工具の取り扱い注意、材料の運搬


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


③ 住宅用衛生器具の設置
洗面台、洋式大便器の取付け
◆ 危険予知活動
	周囲への声掛け、無理な体勢で作業しない、インパクト取扱注意、

	周りに気を付ける、足元注意(段差)、工具の取り扱い注意、材料(重量物)の運搬


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


３．次の問いに答えなさい。
① 大便器、洗面台における器具排水管の最小口径を記述しなさい。
	器具名称
	器具排水管の最小口径(mm)

	大便器
	75

	小便器
	50

	洗面台
	32～40


② 排水横管の最小勾配を記述しない。
	管径(mm)
	最小勾配

	65　以下
	1/50

	75
	1/100

	125
	1/150

	150　以上
	1/200


４．これまでの設備施工実習における工夫（配慮）や改善点など、作業全般を通じて気付いた点を記述しなさい。

	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	

	

	


(1)





(3)





(2)





【 大きすぎる場合 】





【 急な場合 】





どのような危険に対して　どのような作業を行うことにより　より安全が確保できるか！





作業工程の工夫（配慮）、施工上の工夫（配慮）、安全に関わる工夫（配慮）、


清掃の工夫（配慮）、作業に関する改善点　など
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